
クボタ計装

加
湿
空
気
清
浄
機ロビーなど人が集まる場所に

Fujita k a

検
温
ゲ
ー
ト
シ
ス
テ
ム

作業の無人化で人件費節約

旅
館
・
ホ
テ
ル
向
け「
設
備
」　
新
商
品
を
紹
介

沖縄で「ツーリズムＥＸＰＯジャパン」初開催

　2万人（業 界 日  人
一般日１万人）が来場

教
育
旅
行
、フ
リ
ー
プ
ラ
ン
で
感
動「
離
島
旅
」

SDGs体験が豊富

久米島
沖縄で５番目に大きな島

ピ
ュ
ア
ウ
ォ
ッ
シ
ャ
ー

　
ク
ボ
タ
は
、
業
務
用
加
湿

空
気
清
浄
機
「
ピ
ュ
ア
ウ
ォ

ッ
シ
ャ
ー
」
を
旅
館
・
ホ
テ

ル
に
提
案
し
て
い
る
。
す
で

に
食
品
工
場
や
介
護
施
設
な

ど
に
幅
広
く
導
入
さ
れ
て
い

る
。

　
ピ
ュ
ア
ウ
ォ
ッ
シ
ャ
ー
は

ク
ボ
タ
が
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム

用
空
調
機
で
培
っ
た
「
エ
ア

ワ
ッ
シ
ャ
技
術
」
を
搭
載
。

１
台
で
約
２
０
０
平
方
㍍

（
約
１
２
０
畳
、
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
１
面
分
）に
対
応
す
る
。

「
こ
の
１
台
で
除
菌
、加
湿
、

消
臭
、
空
気
清
浄
を
行
う
。

ロ
ビ
ー
、
宴
会
場
な
ど
、
大

人
数
が
集
ま
る
場
所
に
設
置

し
て
ほ
し
い
」
と
販
売
を
手

掛
け
る
ク
ボ
タ
計
装
、
ピ
ュ

ア
ウ
ォ
ッ
シ
ャ
ー
営
業
部
の

寳
田

ほ
う
だ

俊
介
氏
。

　
１
時
間
で
最
大
１
４
０
０

立
方
㍍
の
出
力
を
誇
る
大
容

量
フ
ァ
ン
で
室
内
の
空
気
を

吸
い
込
み
、
浮
遊
菌
や
浮
遊

ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
微
細
な
不

純
物
を
物
理
的
に
取
り
除

く
。
捉
え
た
菌
、
ウ
イ
ル
ス

は
、
機
内
で
生
成
し
た
殺
菌

力
に
優
れ
た
「
微
酸
性
電
解

水
」
で
分
解
し
た
上
で
排
出

す
る
。

　
こ
の
微
酸
性
電
解
水
は
、

希
塩
酸
を
電
気
分
解
し
て
で

き
る
殺
菌
成
分
「
次
亜
塩
素

酸
」
を
主
成
分
と
す
る
除
菌

水
。
簡
単
操
作
で
直
接
取
り

出
す
こ
と
が
可
能
。
ス
プ
レ

ー
で
吹
き
付
け
て
、
テ
ー
ブ

ル
や
ド
ア
ノ
ブ
、
手
す
り
な

ど
日
常
的
に
多
く
人
の
手
が

触
れ
る
箇
所
を
拭
き
上
げ
る

こ
と
で
、
菌
や
ウ
イ
ル
ス
の

抑
制
に
効
果
的
と
い
う
。

　
給
排
水
接
続
型
の
た
め
、

従
来
の
加
湿
空
気
清
浄
機
に

み
ら
れ
る
給
水
や
排
水
が
不

要
。
機
内
の
洗
浄
は
自
動
で

行
う
た
め
、
施
設
ス
タ
ッ
フ

の
作
業
の
軽
減
も
図
れ
る
。

施
設
側
の
作
業
は
月
に
１
～

２
回
行
う
プ
レ
フ
ィ
ル
タ
の

清
掃
と
、
３
～
４
カ
月
に
１

回
の
薬
液
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
の

交
換
の
み
。

　
操
作
は
専
用
の
タ
ッ
チ
パ

ネ
ル
で
簡
単
に
で
き
、
ク
ボ

タ
指
定
の
業
者
が
半
年
に
１

回
訪
問
し
、
定
期
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
を
行
う
の
で
安
心
だ
。

サ
イ
ズ
は
、
高
さ
１
８
１
５

×
幅
７
０
０
×
奥
行
き
４
３

５
㍉
。

検
温
ゲ
ー
ト

　
喫
煙
ブ
ー
ス
「
Ｓ
Ｍ
Ｏ
Ｋ

Ｅ
　
Ｐ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
（
ス
モ
ー

ク
ポ
イ
ン
ト
）
」
な
ど
を
提

供
し
て
い
る
Ｆ
ｕ
ｊ
ｉ
ｔ
ａ

ｋ
ａ
（
フ
ジ
タ
カ
コ
ー
ポ
レ

ー
シ
ョ
ン
）
は
、
コ
ロ
ナ
禍

の
検
温
ニ
ー
ズ
を
受
け
て

「
検
温
ゲ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
」

の
提
案
を
強
化
し
て
い
る
。

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
入
退

場
ゲ
ー
ト
に
、
サ
ー
モ
グ
ラ

フ
ィ
ー
カ
メ
ラ
を
組
み
合
わ

せ
た
も
の
。
利
用
者
は
、
ゲ

ー
ト
通
過
前
に
検
温
を
行

い
、
警
報
体
温
以
下
と
認
識

さ
れ
た
場
合
の
み
入
場
が
可

能
と
な
る
。
ま
た
、
マ
ス
ク

着
用
の
有
無
も
チ
ェ
ッ
ク

し
、
施
設
内
へ
の
マ
ス
ク
未

着
用
の
人
を
通
さ
な
い
。

　
「
検
温
作
業
の
無
人
化
に

よ
る
人
件
費
の
節
約
と
、
非

接
触
の
た
め
従
業
員
の
感
染

リ
ス
ク
を
低
減
で
き
る
」
と

同
社
で
は
ア
ピ
ー
ル
。ま
た
、

配
管
工
事
が
い
ら
な
い
鉄
板

ス
ロ
ー
プ
に
よ
る
据
え
置
き

タ
イ
プ
な
の
で
、
設
置
場
所

は
簡
単
に
移
動

可
能
。併
せ
て
、

既
設
の
検
温
器

と
の
連
動
も
可

能
だ
。
コ
ロ
ナ

収
束
後
は
、
防

犯
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
の
強
化
が
図

れ
る
顔
認
証
端

末
と
し
て
利
用

で
き
る
。

　
優
れ
た
耐
候

性
に
加
え
、
ス

タ
イ
リ
ッ
シ
ュ

な
デ
ザ
イ
ン
も

特
徴
。
「
ゲ
ー

ト
は
施
設
の
顔
。
全
て
の
お

客
さ
ま
が
最
初
に
通
る
場
所

だ
か
ら
こ
そ
デ
ザ
イ
ン
性
も

重
視
し
た
」
と
同
社
。
ボ
デ

ィ
中
央
の
ア
ク
リ
ル
ウ
イ
ン

ド
ウ
を
透
か
し
、
透
明
感
を

打
ち
出
し
た
。
本
体
幅
は
ス

リ
ム
な
た
め
、
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
ス
ペ
ー
ス
を
有
効
に
活
用

で
き
る
。

　
音
声
、
ラ
ン
プ
に
よ
る
ア

ナ
ウ
ン
ス
機
能
は
、
最
大
７

種
ま
で
設
定
が
可
能
。
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
や
、
バ
ー
コ
ー
ド
な

ど
の
チ
ケ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
に

も
対
応
す
る
ほ
か
、
オ
プ
シ

ョ
ン
で
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
を
搭
載
で
き
る
。

　
ほ
か
に
も
、
バ
リ
ア
フ
リ

ー
対
応
や
、回
転
ア
ー
ム
式
、

置
く
だ
け
で
簡
単
に
設
置
で

き
る
ゲ
ー
ト
な
ど
に
も
対
応

可
能
と
い
う
。
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今
回
の
旅
館
・
ホ
テ
ル
向
け
商

品
情
報
の
テ
ー
マ
は
「
設
備
」
。

宿
泊
客
の
滞
在
を
よ
り
快
適
な
も

の
に
す
る
新
商
品
を
紹
介
す
る
。

　
日
本
観
光
振
興
協
会
、
日
本
旅
行
業
協
会
（
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
）
、
日
本
政
府
観
光
局

（
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
）
は

月

日
～

月
１
日
、
「
ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン
　

旅
の
祭
典
ｉ
ｎ
沖
縄
」
（
Ｔ
Ｅ
Ｊ
沖
縄
）
を
沖
縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
沖

縄
県
宜
野
湾
市
）
で
開
催
し
た
。
７
回
目
と
な
る
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
旅
の
チ
カ
ラ

で
日
本
を
元
気
に
！
」
。
世
界

の
国
と
地
域
、
２
８
５
の
企
業
、
団
体
が
出
展
し

た
。
会
期
中
（

月

、

日
は
業
界
日
、

月

日
、

月
１
日
は
一
般
日
）
に

は
２
万
４
１
７
４
人
（
業
界
日
４
６
３
５
人
、
一
般
日
１
万
９
５
３
９
人
）
が
来
場

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
長
木
利
通
】

各
国
の
要
人
が
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加

首
里
城
イ
ベ
ン
ト
に
は
玉
城
知
事
が
参
加

沖
縄
県
内
か
ら
多
数
の
組
織
が
出
展

テ
ー
マ
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
様
子

主催者会見は密対策を行い実施

人
気
を
集
め
た
泡
盛
ブ
ー
ス

→
世
界
遺
産
サ
ミ
ッ
ト
開
催

→
入
退
場
は
ス
マ
ホ
で
確
認

青
い
楽
園
「
ハ
テ
の
浜
」

川
や
湿
地
で
生
物
の
多
様
性
を
学
習

海
を
眺
め
な
が
ら
「
朝
ヨ
ガ
」

ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ
ト
体
験

西
銘
集
落
に
あ
る
上
江
洲
家

　
Ｔ
Ｅ
Ｊ
沖
縄
で
は
業
界
関
係

者
向
け
に
フ
ァ
ム
ツ
ア
ー
が
実

施
。
沖
縄
本
島
や
離
島
な
ど
全


コ
ー
ス
が
設
定
さ
れ
た
。

　
久
米
島
町
観
光
協
会
で
は
、

「
沖
縄
本
島
か
ら
飛
行
機
で


分
！
久
米
島
を
遊
び
つ
く
す
お

す
す
め
体
験
旅
」
を
テ
ー
マ
に

１
泊
２
日
の
ツ
ア
ー
を
開
催
。

ツ
ア
ー
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
地

域
の
歴
史
・
文
化
を
学
ぶ
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ
た
。
久
米

島
ホ
タ
ル
館
で
は
川
や
湿
地
に

入
り
エ
ビ
や
魚
を
探
す
体
験
や

生
物
の
多
様
性
の
大
切
さ
な
ど

を
学
ぶ
学
習
、
沖
縄
料
理
を
家

庭
で
味
わ
う
「
ホ
ー
ム
ビ
ジ
ッ

ト
」
、
琉
球
王
朝
時
代
（
１
７

５
０
年
ご
ろ
）
の
士
族
の
家
な

ど
歴
史
的
景
観
を
残
す
「
西
銘

集
落
」
の
散
策
な
ど
が
行
わ
れ

た
。

　
観
光
地
の
視
察
で
は
、
青
い

楽
園
と
い
わ
れ
る
「
ハ
テ
の

浜
」
、
幾
何
学
模
様
が
美
し
い

「
畳
石
」
、
久
米
島
を
３
６
０

度
一
望
で
き
る「
宇
江
城
城
跡
」

な
ど
を
巡
っ
た
。
食
事
で
は
、

１
０
０
％
久
米
島
の
食
材
を
使

用
し
た「
島
味
噌

み

そ

も
や
し
そ
ば
」

な
ど
が
提
供
さ
れ
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
自
然
が
豊

か
な
こ
と
だ
け
で
な
く
、
新
し

い
生
活
様
式
に
合
っ
た
さ
ま
ざ

ま
な
本
物
の
体
験
が
で
き
る
場

所
」
「
島
の
人
々
の
生
き
方
を

地
域
の
人
た
ち
と
ふ
れ
あ
い
な

が
ら
体
験
で
き
た
」
な
ど
の
声

が
上
が
っ
た
。

　
「
久
米
島
は
沖
縄
で
５
番
目

に
大
き
な
島
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
学

ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
民
泊
体
験
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、
ア
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
な
ど
教
育
旅
行
の
素

材
は
抱
負
だ
。
最
近
で
は
、
家

を
出
る
時
よ
り
も
笑
顔
に
な
っ

て
帰
る
旅
『
家
出
旅
』
も
提
案

し
て
い
る
」
と
同
協
会
。

　
展
示
会
は
、
沖
縄
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
ほ

か
、
隣
接
す
る
宜
野
湾
市
立

多
目
的
運
動
場
で
開
催
。
国

内

道
府
県
、海
外

カ
国
、

地
域
か
ら
２
８
５
の
企
業
、

団
体
（
海
外

、
国
内

、

沖
縄
１
３
４
、
そ
の
他

）

が
出
展
し
た
。

　
開
会
式
を
前
に
行
わ
れ
た

主
催
者
会
見
で
は
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ

の
坂
巻
伸
昭
会
長
が
「
人
が

動
く
、
集
ま
る
力
は
非
常
に

大
き
な
も
の
が
あ
り
、
旅
の

力
で
世
界
を
元
気
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
ニ
ュ
ー
ノ

ー
マ
ル
時
代
の
新
し
い
観
光

モ
デ
ル
を
目
指
す
」
と
述
べ

た
。

　
Ｔ
Ｅ
Ｊ
実
行
委
員
会
の


橋
広
行
委
員
長
は
Ｔ
Ｅ
Ｊ
沖

縄
を
「
新
た
な
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の

モ
デ
ル
」
化
と
す
る
こ
と
を

強
調
。
開
催
の
ポ
イ
ン
ト
と

し
て
、
リ
ア
ル
と
オ
ン
ラ
イ

ン
を
組
み
合
わ
せ
た
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
な
商
談
会
や
完
全
事

前
予
約
制
、
広
域
分
散
型
の

採
用
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
の
導
入
な
ど
を
挙
げ
た
。

　
開
会
式
で
は
菅
義
偉
首

相
、
赤
羽
一
嘉
国
交
相
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
披
露
。
菅
首
相

は
「
世
界
の
観
光
産
業
は
新

型
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
て

い
る
。
豊
富
な
観
光
資
源
は

変
わ
る
こ
と
は
な
い
。
こ
れ

を
乗
り
越
え
、
日
本
の
津
々

浦
々
を
訪
れ
る
こ
と
で
日
本

が
元
気
と
な
り
、
観
光
需
要

の
回
復
に
つ
な
が
る
」
と
Ｔ

Ｅ
Ｊ
沖
縄
を
契
機
と
し
た
観

光
需
要
回
復
へ
の
期
待
を
寄

せ
た
。
赤
羽
国
交
相
は
「
国

内
の
回
復
に
向
け
、
観
光
需

要
喚
起
策
と
し
て
Ｇ
ｏ
　
Ｔ

ｏ
ト
ラ
ベ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
開
始
し
、
安
全
安
心
の
旅

の
ス
タ
イ
ル
に
向
け
た
挑
戦

を
し
て
い
る
。
今
後
は
公
衆

衛
生
レ
ベ
ル
の
高
さ
が
大
き

な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
ポ
ス

ト
コ
ロ
ナ
に
向
け
て
滞
在
コ

ン
テ
ン
ツ
の
開
発
、
商
品
造

成
な
ど
に
取
り
組
ん
で
も
ら

い
た
い
」
と
激
励
し
た
。

　
初
日
に
は
開
会
式
の
ほ

か
、
ス
ペ
イ
ン
、
タ
イ
、
メ

キ
シ
コ
な
ど
世
界
各
国
の
大

使
が
集
ま
り
、
「
コ
ロ
ナ
感

染
を
乗
り
越
え
、
強
靭
（
き

ょ
う
じ
ん
）
で
持
続
可
能
な

観
光
成
長
を
目
指
す
」
を
テ

ー
マ
に
議
論
す
る
「
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ツ
ー
リ
ズ

ム
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
開
催
。

今
後
の
海
外
旅
行
の
再
開
に

向
け
て
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
山
北
栄
二

郎
社
長
は
「
日
本
人
の
心
理

的
な
側
面
を
ク
リ
ア
で
き
れ

ば
外
国
へ
の
旅
行
は
再
開
す

る
は
ず
だ
。
ま
た
、
旅
に
な

じ
ん
で
も
ら
う
こ
と
も
大

事
。
ビ
ジ
ネ
ス
で
の
往
来
が

始
ま
れ
ば
娯
楽
で
の
旅
行
も

増
え
て
く
る
だ
ろ
う
。
併
せ

て
活
動
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し

や
す
い
グ
ル
ー
プ
旅
行
で
ト

ラ
イ
ア
ル
を
し
な
が
ら
例
を

積
み
上
げ
る
こ
と
も
必
要

だ
」
と
話
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
セ
ミ
ナ
ー
、
沖
縄
文
化
に

触
れ
る
交
流
事
業
「
Ｏ
Ｋ
Ｉ

Ｎ
Ａ
Ｗ
Ａ
　
Ｎ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
」、

首
里
城
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
、
首

里
城
復
興
支
援
金
贈
呈
式
な

ど
が
開
催
さ
れ
た
。
Ｏ
Ｋ
Ｉ

Ｎ
Ａ
Ｗ
Ａ
　
Ｎ
Ｉ
Ｇ
Ｈ
Ｔ
に

出
席
し
た
沖
縄
県
の
玉
城
デ

ニ
ー
知
事
は
「
感
染
防
止
対

策
、
新
し
い
生
活
様
式
へ
の

対
応
を
示
す
と
と
も
に
、
観

光
需
要
の
復
活
を
目
指
す
。

沖
縄
の
魅
力
を
存
分
に
発
信

し
、
大
勢
の
観
光
客
を
迎
え

た
い
」
と
観
光
の
Ｖ
字
回
復

へ
の
意
欲
を
示
し
た
。

　
２
日
目
に
は
、
ダ
ー
ク
ス

カ
イ
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
星
空
観

光
）
や
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ

ー
リ
ズ
ム
、
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ

ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ

ョ
ン
）
を
テ
ー
マ
に
し
た

「
テ
ー
マ
別
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
の
ほ
か
、
「
第
７
回
世

界
遺
産
サ
ミ
ッ
ト
」
、
観
光

教
育
や
危
機
管
理
な
ど
を
題

材
に
し
た
セ
ミ
ナ
ー
が
実
施

さ
れ
た
。
世
界
遺
産
サ
ミ
ッ

ト
で
は
①
世
界
遺
産
の
保
全

に
つ
い
て
～
日
々
の
管
理
と

防
災
の
視
点
か
ら
～
②
世
界

遺
産
の
次
世
代
へ
の
継
承
に

向
け
た
取
り
組
み
～
文
化
的

価
値
と
観
光
資
源
価
値
の
共

存
～
③
世
界
遺
産
×
Ｉ
Ｔ
～

世
界
遺
産
の
新
た
な
魅
力
の

創
造
～
―
を
テ
ー
マ
に
し
た

分
科
会
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
同
時
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
「
リ
ゾ
テ
ッ
ク
オ

キ
ナ
ワ
」
「
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
セ
ミ
ナ
ー
ｉ
ｎ
沖

縄
」
「
お
き
な
わ
フ
ー
ド
フ

ェ
ス
タ
」
「
沖
縄
国
際
映
画

祭
２
０
２
１
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

　
島
ぜ
ん
ぶ
で
お
～
き
な
映

画
上
映
会
」
な
ど
が
開
か
れ

た
。

　
来
場
者
か
ら
は
「
沖
縄
で

久
し
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
る
大

き
な
イ
ベ
ン
ト
。
い
ろ
い
ろ

な
観
光
地
が
紹
介
さ
れ
て
い

て
ワ
ク
ワ
ク
し
た
」
「
知
ら

な
い
地
元
・
沖
縄
の
魅
力
を

発
見
で
き
た
」
な
ど
の
声
が

上
が
っ
た
。

　
来
年
１
月
７
～
９
日
に

は
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
西

展
示
棟
（
東
京
都
江
東
区
）

で
「
ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ

ジ
ャ
パ
ン
　
Ｔ
Ｅ
Ｊ
東
京
商

談
会
／
ト
ラ
ベ
ル
フ
ェ
ス

タ
」
を
開
催
す
る
予
定
。



大建工業

内
装
用
不
燃
ル
ー
バ
ー

定期的メンテナンスが不要

ＴＯＴＯ

瞬
間
式
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト

管理、清掃の負担を軽減

ＹＫＫ　ＡＰ

高
断
熱
樹
脂
窓

アルミ窓比、約３倍の断熱性

より快適なものに
宿泊客の滞在を　

グラビオルーバーＵＢの導入例

　
大
建
工
業
は
宿
泊
施
設
向

け
製
品
開
発
に
注
力
し
て
い

る
。
木
目
柄
内
装
用
不
燃
ル

ー
バ
ー
「
グ
ラ
ビ
オ
ル
ー
バ

ー
Ｕ
Ｂ
」
、
突
板
仕
様
の

「
グ
ラ
ビ
オ
ル
ー
バ
ー
Ｕ

Ｓ
」
、
木
目
柄
不
燃
壁
材

「
グ
ラ
ビ
オ
Ｕ
Ｓ
」
な
ど
、

造
作
材
、
壁
材
の
ほ
か
、
土

足
対
応
可
能
な
床
材
「
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
タ
フ
Ｄ

Ｗ
」
や
、
木
目
柄
の
軒
天

「
軒
ラ
イ
ト

」
「
同

」

な
ど
の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
も
増

や
し
て
い
る
。

　
ル
ー
バ
ー
は
建
物
の
外
壁

や
窓
、
天
井
に
使
わ
れ
る
建

材
。
細
長
い
板
と
隙
間
を
空

け
て
い
く
つ
も
並
べ
、
日
の

光
や
人
の
目
線
を
遮
断
す
る

ほ
か
、
室
内
の
風
通
し
を
良

く
し
た
り
、
デ
ザ
イ
ン
性
を

高
め
た
り
す
る
。
近
年
は
公

共
施
設
や
商
業
施
設
で
採
用

さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い

る
。

　
壁
材
は
木
目
柄
の
不
燃
材

を
展
開
。
シ
ー
ト
タ
イ
プ
の

「
グ
ラ
ビ
オ
Ｕ
Ｂ
」の
ほ
か
、

人
工
杢
突
板
仕
様
の
「
グ
ラ

ビ
オ
Ｕ
Ａ
」
、
天
然
木
突
板

仕
様
の
「
グ
ラ
ビ
オ
Ｕ
Ｓ
」

を
発
売
し
、
グ
レ
ー
ド
別
の

製
品
群
を
増
や
し
て
い
る
。

　
床
材
は
ロ
ビ
ー
や
客
室
な

ど
で
土
足
対
応
フ
ロ
ー
リ
ン

グ
需
要
が
高
ま
る
中
、
近
年

発
売
し
た
遮
音
性
能
を
付
与

し
た
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
タ
フ
防
音
」
の
引
き
合
い

も
多
く
な
っ
て
い
る
。
同
製

品
は
、
防
音
性
能
を
高
め
る

特
殊
加
工
を
基
材
な
ど
に
施

し
た
天
然
木
化
粧
床
材
で
、

床
下
を
二
重
構
造
に
す
る
必

要
が
な
い
た
め
、
工
事
費
用

削
減
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　
近
年
は
内
装
木
質

化
の
需
要
が
高
ま
っ

て
い
る
。同
社
で
は
、

そ
の
需
要
に
応
え
る

た
め
、
木
目
柄
の
軒

天
な
ど
の
製
品
を
展

開
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
機
械
す
き

和
紙
で
で
き
た
畳
表

「
健
や
か
お
も
て
・

清
流
」
も
提
供
。
い

草
に
比
べ
て
汚
れ
に

強
く
、
変
色
し
に
く

い
う
え
、
ダ
ニ
や
カ
ビ
の
発

生
が
少
な
い
。
タ
バ
コ
の
焦

げ
跡
や
重
量
物
の
凹
み
跡
も

通
常
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
で
目

立
た
な
く
す
る
こ
と
が
で

き
、
長
持
ち
す
る
と
し
て
評

価
さ
れ
て
い
る
。

　
同
社
は
、
こ
れ
ら
製
品
を

中
心
に
ホ
テ
ル
、
旅
館
へ
の

提
案
を
強
化
し
て
い
る
。

別売りの管理者専用リモコンで
複数台の管理が可能

　
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
は
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
に
求
め
ら
れ
る
機
能
、
配

慮
を
充
実
さ
せ
た
瞬
間
式
ウ

ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
「
ア
プ
リ
コ

ッ
ト
Ｐ
」を
販
売
し
て
い
る
。

　
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト
の
最
上

位
モ
デ
ル「
ア
プ
リ
コ
ッ
ト
」

は
、
ス
リ
ム
な
デ
ザ
イ
ン
に

加
え
て
ト
イ
レ
を
快
適
に
使

用
す
る
た
め
の
清
潔
機
能
を

搭
載
。
こ
の
ア
プ
リ
コ
ッ
ト

に
は
、
不
特
定
多
数
の
利
用

者
に
配
慮
し
た
機
能
や
操
作

性
、
施
設
で
の
ウ
ォ
シ
ュ
レ

ッ
ト
の
維
持
、
管
理
の
し
や

す
さ
な
ど
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
ト

イ
レ
な
ら
で
は
の
機
能
を
搭

載
し
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
専
用
モ

デ
ル
も
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
さ
れ

て
い
る
。

　
押
す
た
び
に
発
電
し
、
乾

電
池
交
換
や
電
源
工
事
が
不

要
の
「
エ
コ
リ
モ
コ
ン
」
に

加
え
、
利
用
者
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
に
配
慮
し
た
擬
音
装
置

「
音
姫
」を
標
準
搭
載
。
さ
ら

に
、
ウ
ォ
シ
ュ

レ
ッ
ト
を
複
数

台
、
複
数
機
種

設
置
し
て
い
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
ト

イ
レ
の
管
理
、

清
掃
に
便
利
な

「
ウ
ォ
シ
ュ
レ

ッ
ト
管
理
清
掃

用
リ
モ
コ
ン
」

も
用
意
（
別
売

り
）
。
リ
モ
コ

ン
一
つ
で
連
続

し
て
複
数
の
ウ

ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト

の
設
定
、
操
作

が
可
能
だ
。

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
ト
イ
レ
と

は
、
宿
泊
施
設
や
交
通
機
関

な
ど
、
住
宅
設
置
以
外
の
ト

イ
レ
の
こ
と
。
住
宅
用
と
は

異
な
り
、利
用
者
、管
理
者
、

施
主
が
違
う
た
め
、
そ
れ
ぞ

れ
に
配
慮
が
必
要
と
さ
れ

る
。
同
社
は
こ
れ
ま
で
も
、

住
宅
ト
イ
レ
と
異
な
る
配
慮

ポ
イ
ン
ト
に
対
応
す
べ
く
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
ト
イ
レ
用
商
品

を
進
化
さ
せ
て
お
り
、
最
新

機
種
で
は
さ
ら
な
る
機
能
充

実
が
図
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
同
社
で
は
、
よ
り

多
く
の
空
間
に
調
和
し
、
よ

り
多
く
の
人
に
使
い
や
す
い

パ
ブ
リ
ッ
ク
ト
イ
レ
を
実
現

で
き
る
商
品
群
「
Ｐ
Ｕ
Ｂ
Ｌ

Ｉ
Ｃ
　
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

　
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
（
パ
ブ
リ
ッ

ク
レ
ス
ト
ル
ー
ム
ア
イ
テ
ム

ズ
）
」
を
展
開
し
て
い
る
。

Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ｏ
の
「
内

倒
し
・
内
開
き
窓
」

　
住
宅
・
ビ
ル
建
材
の
Ｙ
Ｋ

Ｋ
　
Ａ
Ｐ
は
、
ホ
テ
ル
・
旅

館
な
ど
の
宿
泊
施
設
専
用
の

商
品
を
強
化
し
て
い
る
。
そ

れ
が
、
高
断
熱
樹
脂
窓
「
Ｈ

Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ｏ
（
ホ

テ
ル
マ
ド
）
」
と
、
客
室
と

廊
下
間
の
音
漏
れ
に
配
慮
し

た
「
Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
Ｄ
Ｏ
Ｏ

Ｒ
（
ホ
テ
ル
ド
ア
）
」
だ
。

　
Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ｏ

は
、
ビ
ル
商
品
と
し
て
最
上

位
ク
ラ
ス
の
高
断
熱
性
能
が

特
徴
。
樹
脂
フ
レ
ー
ム
と
Ｌ

ｏ
ｗ
―
Ｅ
複
層
ガ
ラ

ス
に
よ
り
、
こ
れ
ま

で
の
宿
泊
施
設
で
主

流
だ
っ
た
ア
ル
ミ
窓

に
比
べ
、
約
３
倍
の

断
熱
性
能
を
実
現
す

る
。

　
こ
れ
に
よ
り
「
コ

ー
ル
ド
ド
ラ
フ
ト
」

と
呼
ば
れ
る
窓
辺
か

ら
の
不
快
な
冷
気
を

抑
え
、
暖
か
い
く
つ

ろ
ぎ
空
間
を
実
現

し
、
冷
暖
房
費
用
の
削
減
も

期
待
で
き
る
。
さ
ら
に
、
窓

の
高
断
熱
化
で
結
露
の
発
生

を
抑
制
し
て
部
屋
の
空
気
乾

燥
を
抑
え
て
肌
乾
燥
や
ウ
イ

ル
ス
の
活
性
し
に
く
い
客
室

環
境
に
配
慮
で
き
る
。ま
た
、

換
気
に
伴
う
窓
開
閉
時
の
転

落
や
モ
ノ
の
落
下
を
回
避
す

る
機
構
な
ど
安
全
・
安
心
目

線
の
設
計
も
特
徴
だ
。
こ
の

ほ
か
、
窓
が
内
側
に
開
く
仕

様
に
よ
り
、
管
理
者
が
外
側

の
ガ
ラ
ス
清
掃
を
安
全
、
容

易
に
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
や
、

階
建
て
程
度
の

高
層
ホ
テ
ル
に
も
対
応
す
る

高
強
度
仕
様
で
、
宿
泊
施
設

に
適
し
た
仕
様
と
な
っ
て
い

る
。

　
一
方
の
Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
Ｄ

Ｏ
Ｏ
Ｒ
は
、
客
室
ド
ア
を
閉

め
る
と
、
扉
下
部
か
ら
エ
ア

タ
イ
ト
材
が
下
降
し
床
と
密

着
し
て
、
ド
ア
と
床
の
隙
間

を
ふ
さ
ぐ
。
こ
れ
に
よ
り
音

や
光
漏
れ
を
防
止
し
、
快
適

な
安
眠
環
境
を
提
供
す
る
。

ま
た
、
心
地
よ
い
空
間
を
美

し
く
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る

全

色
の
ド
ア
カ
ラ
ー
デ
ザ

イ
ン
も
特
徴
だ
。

　
両
商
品
は
と
も
に
、
２
０

１
９
年
度
の
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ

ン
賞
も
受
賞
。
「
現
代
の
宿

泊
施
設
に
求
め
ら
れ
る
機
能

を
高
い
次
元
で
具
現
化
し

た
」
と
評
価
さ
れ
た
。
低
炭

素
社
会
へ
の
貢
献
や
、
施
設

の
感
染
予
防
対
策
の
検
討
な

ど
、
環
境
面
で
も
経
済
面
で

も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る

商
品
だ
。

（９） 第３０５６号第３種郵便物認可２０２０年（令和２年）１１月１４日（土曜日）


